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第１章 業務概要
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第 1章 概要 

1-1.業務概要

（1） 地区概要

本地区は扇状地上に展開する農業地帯であり、台地上では畑地、谷部には水田が作られ

ている。また地形は概ね平坦であり、扇頂部標高は EL 100 m、扇縁部は EL 50 mで、西南

から東北方向に約 1/300の勾配で傾斜している。

農業用水の水源は荒川に築造された玉淀ダム(昭和 39 年建設：埼玉県企業局管理)で、か

んがい用水は幹線用水路(3 路線)と支線用水路(14 路線)で受益地に送配水され、かんがいブ

ロックに設置された 13箇所の加圧機場で各ほ場に加圧配水される。なお、幹支線用水路は

トンネル・暗渠及び開渠であり、末端配水路(加圧機場より下流側の配水路)はパイプライン

である。

（2） 地質概要

埼玉県の地質は図 4.1.2 に示とおりである。県西部の山地を構成する地盤は、第三紀

～中生代～古生代の岩盤から成る。このうち関東山地では、主に中生界～古生界の変成

岩や堆積岩から構成されている。一方、県中央部～東部の地表面は全て第四紀に形成さ

れたものである。 

本調査周辺の地層は，次図 に示すように洪積層のうち武蔵野段丘堆積層にあたり、

砂礫を中心とした地層となっている。 

2



3



4



（3） 設計概要

本業務は、国営荒川中部土地改良事業により改修する導水路（トンネル）の実施設計を

行うものである。

導水路は、昭和 35年から昭和 38年に設けられた延長L=約 4.25kmの導水幹線トンネルで、

トンネル断面は 2R=3.0mの標準馬てい形、勾配は I=1/200の無圧トンネルで、中間部に立坑

工を設けた構造である。

本トンネルは、平成 29年度から令和 2年度までトンネル補修補強として覆工背面の裏込

注入を行っており、令和 3 年度には全区間の裏込注入及びクラウン部の水抜用ウイープホ

ールの設置が計画されている。

本業務では、裏込注入の結果を受け、トンネル補強区間の設計と、補修工事で設けられ

た 2本の立坑のうち、1本の立坑（末野立坑）恒久化と残りの 1本の立坑（桜沢立坑）撤去

復旧の設計を行うものである。

次ページに導水路トンネルの調査内容を示す。
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3-1.資料の整理
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3-2. 設計計画
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４－１．資料整理 

4-1-1.末野立坑

末野立坑は、導水幹線水路の補修・補強工事、及び工事後のトンネル維持管

理のために設けられた立坑で、H29年度に「荒川中部農業水利事業 導水幹線そ

の1工事」において地質調査及び施工が行われている。 

地質調査の結果、岩盤は GL(-)3.90m で確認されており、岩盤までは礫混じり

砂礫や玉石混じり砂礫で、岩盤は泥質泥岩/砂質片岩の互層となっている。 

また、調査時の地下水位は GL(-)3.55m であったため、岩盤上1.0m の厚さで

止水用の薬液注入が行われている。 

H28年度設計時には、立坑の最深部は既設トンネルインバートまで行うことと

なっていたが、立坑部の地質調査の結果トンネル周辺の地盤が良好であるため、

トンネルアーチの途中までとしている。

末野立坑に関する資料を次ページから示す。 

・ボーリング調査結果

・薬液注入範囲

・立坑施工時のライナープレート背面地質状況

・立坑竣工図

・トンネル接続部の施行写真
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末野立坑

WL.103.144m

WL.91.391m

EL.90.46m

敷高
EL.87.46m

H=12.34m

トンネル覆工の計画部材厚は、t=0.35mであるため、岩盤の土被りはｈ＝11.99mとなる。

H=16.24m

立坑設計の地盤高は、EL,106.80m

岩盤線
EL.102.79m

Hw=12.684m
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末野立坑コア写真
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